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近年 ,家畜の飼養頭数の増加にともない,畜産農家は大
量に排泄される家畜糞尿の処理に苦慮している。酪農地帯

では家畜糞尿を堆肥化し耕地に還元しているが,耕地面積
が限られているため,単位面積当りの堆厩肥施用量は極め
て多量となっている。

耕地における飼料作物の作付面積は牧草を除くと,大部
分が トウモロコシで占められている。これはトウモロコシ

の飼料価値が高いこと,および毎年播種時に堆厩肥を多量
に還元することができるためである。しかし,堆厩肥を連
年多量還元した圃場では土嬢養分の不均衡により, トウモ
ロコシの品質および生育に悪影響を及ぼすことが懸念 され

る。また,堆厩肥の施用によって土壌養分が富化されるこ
とから,化学肥料の節減が考えられる。
本試験では堆履肥の連年多量還元圃場におけるトウモロ

コシの生育上および飼料価値上の問題点を明らかにすると

ともに,適正な堆屁肥の施用量と化学肥料節減の可能性に
ついて検討した。

2 試 験 方 法
1)試験場所 : 青森県下北郡むつ市斗南ケ丘
2)試験圃の前歴 : 牧草畑を更新後,53年まで3年間 ト
ウモ●コシ畑として利用。堆厩肥の施用は毎年 10t/10oで

あり,化学肥料はN6-P20512-K206(場/103),炭カ
ルはllXlり/1113を毎年播種時に施用している。

3)供試品種および栽培密度 : バイオニア 1号 ,畦巾75

“
,株間 22翻 ,10アール当りの本数6.061本

表 : 試験前後の土壌の化学性

4)試験規模 : 1区 3π X332‐ 99イ , 3反復
5)試験処理 : 化学肥料 N,P205,K20を 各々15-15
-10(り/108)施用したNPK系列とP206のみを 15り /
108施用したP系列の二系列とし,各系列に堆厩脚 ,25,
5,101/103を施用する区 (それぞれMO,M25,M5,
M10区 とする)を設けた。化学肥料,堆厩肥は基肥とし
て全量溝施用 した。炭カルはPH6 0嬌正量を施用した。
6)供試堆厩肥の成分 (DI中 %)

N PzO: K20 C80

1 29 115 2 01 1 74 0 60

3 試験結果および考察
表 1に試験前土壌と跡地土壌の化学性を示した。

試験前の上壌の化学性はpH,置換性 (以 下Ex― )C80
が低いが,Ex― ■ρ ,K20,TruOg― P205は高い水準に
あり,と くにEx― K20含量が高いためM80/K20は 極め
て低い値であった。

跡地上壌の PIIは炭カル施用により改善され,全 区とも

60付近にあった。また,Truog― P206,置換性塩基含量
は堆厩肥の増施にともない高まる傾向にあった。しかし,

塩基間のバランスは試験前土壌と同様不均衡な状態にあり,

3180/【20比は全区とも1以下を示し苦土欠乏状態4)を呈

した。堆厩肥および家畜糞尿を多量施用することにより,

土壌の塩基間の不均衡が生じることは多くの報告)'3)で明

らかであるが,こ の原因は主にKが集積するためである。

したがって,堆厩肥の施用にあたっては,土壊中のK含量
を一つの指標として,施用量を決定する検討も必要と考え

処  理  区
pⅡ Truog

PzOr

置 換 性 塩 基 M80/K20
H20 KCI 030 IgO K20

試 験 前 土 壌 506 4 24 20 8 789 026

跡

地

上

壊

P系列

M O
M25
■ 5
M 10

580
5 95

6 20

6 22

480
510
5 23

5 32

132
33 4

179
268

20 6

418
485
55 4

54 2

898
807
120 5

0 38

047
0 60

046

Ｋ

列

Ｎ

系

M O
M25
M 5
M10

580
613
586
595

472
5 23

494
507

99
100
27 1

396

８６

０８

η

６‐

193
28 4

49 5

324

588
747
1115
1124

0 33

038
044
029

注. 土壌深度 0～ 15"におけるψ %。
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られる。

トウモロコシの生育および収量に及ぼす堆厩肥および化
学肥料施用の効果については,表 2に示したとおりである。
草丈は生育初期では処理間に差はなかったが,生育力堆
むにつれて堆厩肥の増施に伴って高 くなった。稗長も同様
の傾向を示し,系列間ではNPK>P系 列であった。収量
はNPK,P系列とも■25区で最多収を示し,それより
増施した場合はむしろ減収した。橋元 1)は年間10t/103を
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注.TDN収量の算出は新得方式による。

トウモロコシの無機成分含量はP系列では茎業部のN,
C8および雌穂部のN,P,K,Ig含 有率が堆履肥の増施
にともない低下する傾向にあったが,NPK系 列では処理
間に一定の傾向

`」

認められなかった。既往の成績 2),3).5)

では堆既肥の増施により,N,P,I含 有率は高まるとし
ているが,本試験ではこのような結果が碍られなかったこ
とは,堆屁肥をすでに違年多用している本固場のような条
件では, ミネラルに汲ぼす堆既肥の影彗は判然としないた
めと思われる。

トウモロコシの硝酸態窒素(N03~N)含量およびミネ
ラル組成を表 3に示した。

表 3 トウモロヨシの硝酸態室素含量 とミネラル組成

茎業部のN09‐ N含量は堆既肥施肥量との間には一定の
傾向は認められなかったが,二系列間では差がみられ,N
PK系列において家畜が硝酸中毒症を起こすとされている
基準値 021を起こすものが多くみられた。 これは施肥窒
素の影響によるものと考えられた。C3/P比は 1～ 2の範
囲が適正とされているが ,雌穂部の C3含有率が低いため,
いずれの区も1以 下であった。茎業部のK/Ca+Mg me比
は,NPK系列M5,■ 10区で家畜のグラステタこ―発生

場合には厩肥161/108施用で収量は頭打ちになるとしてい
る。これらにtLuして,筆者らの試験では堆厩肥 25t/10
3とかなり低い飾用水準で増収の上限がみられたが,こ れ
は本試験では堆屈肥を溝施用したことと,本回場では堆厩
肥が長年にわたり,多量に施用されていたためと思われる。
125区の二系列間の収量差は4%であり,N15,K2010
″/103の施用効果は小さく,堆既肥 25,/103を施用した
場合 ,窒素 ,加里の施用は不要であり, リン酸単用で良い
と考えられた。
TDN収量は乾物収量と同様の傾向であった。

の基準値 22を上回ったが,全植物体では19以 下であっ
た。堆屁肥施用量との関係では堆厩肥の増肥によりその比
は高まる傾向にあった。このように堆厩EIおよび化学肥料
の増施は茎業部のミネラル組成の不均衡および N03‐ Nの
蓄積などを招 き, トウモ,コ シの品質を低下させるが,全
植物体を給与した場合は家畜に対して大きな影響はないも
のと考えられた。

4 ま  と  め
堆厩肥を連年多量還元した圃場での トウモロコンの生育
および飼料価直上から,適正な堆厩肥施用量を把握すると
ともに化学肥料節減の可能性について検討した。
収量は堆厩肥 25,/108の施用 (溝施用 )で高く,ま た
NP【 系列とP系列の収量差は極めて小さいことから,窒
素,加里の施用は不要と判断された。堆屁肥の施用は茎葉
部の ミネラル組成を悪化させ,また窒素の施用はN03~N
含量を増加させるなど,品質の低下を招くことが確認され
た。なお,堆既肥を連年多量還元した土壌では Kの集積が
大きいため,土壊中の K含量が堆屁肥の施用量を制限する
大きな要因と考えられた。
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表 2 生育および収量に及ぼす堪厩肥および化学肥料の効果
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